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毎
年
恒
例
の
「
さ
く
ら
ん

ぼ
狩
り
」
が
７
月
２
３
日

(

月)

、
仁
木
町
の
「
さ
く
ら
ん

ぼ
山
観
光
農
園
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、

２
４
１
名
が
バ
ス
６
台
に
分

乗
し
出
発
、
今
が
旬
の
夏
の

赤
い
味
覚
を
楽
し
み
ま
し

た
。 今

年
の
さ
く
ら
ん
ぼ
は
、

味
も
形
も
立
派
な
出
来
で
、

た
わ
わ
に
実
っ
た
「
佐
藤
錦
」

「
南
陽
」
等
、
品
種
そ
れ
ぞ

れ
の
味
を
堪
能
し
、
皆
さ
ん

が
共
に
子
供
の
様
な
笑
顔
で

頬
張
り
味
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。 

退
職
者
の
会
か
ら
の
お
土

産
枠
も
は
る
か
に
超
え
、
追 

う
～
ん
最
高
美
味
し
い
！ 

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
乾
杯 

加
支
払
を
す
る
方
も
多
数
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
の
後
の

昼
食
会
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋

を
囲
み
ビ
ー
ル
等
酌
み
交
わ

し
、
久
し
ぶ
り
の
仲
間
と
の
歓

談
も
は
ず
み
、
楽
し
い
一
日
を

満
喫
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
さ
わ
や
か
札
幌
１
７

９
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
会
員

近
況
記
入
の
お
願
い
」
に
７
４

０
名
の
方
か
ら
返
信
が
あ
り
、

ふ
れ
あ
い
の
会
で
抽
選
を
実

施
し
ま
し
た
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩

り
参
加
者
か
ら
１
５
名
、
そ
の

他
か
ら
１
５
名
。 

当
選
者
名
は
次
ペ
ー
ジ
に

別
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

秋
の
味
覚
と
仲
間
の

親
睦
交
流
を
楽
し
む
「
ぶ

ど
う
狩
り
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。 

 

 

昼
食
に
は
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
、
飲
み
物
な
ど
を
用

意
し
ま
す
。(

肉
の
苦
手

な
方
に
は
弁
当
を
用
意

し
ま
す)

申
込
み
ハ
ガ
キ

に
記
入
し
、
送
っ
て
下
さ

い
（
新
入
会
員
は
新
に
○

を
記
入
） 

ハ
ガ
キ
の
締
切
は
８
月

３
１
日
（
金
）
ま
で
と
し

ま
す
。 

多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

←
札
幌
駅 

受付 

ＮＨＫ 

地下鉄出入口 

（３１番） 

創
成
川 

階段 

北大通 

 

大通公園 

 

西
一
丁
目
通 

市民ホール前広場 

テ
レ
ビ
塔 

階段 

階段 

市役所 

ＮＴＴ

ビル 

北大通 

 

 

 

◆日  時 ９月２０日(木)８時４５分から受付、 

１号車は９時出発 最終バスは９時３０分出発   

◆集合場所 市民ホール前広場（大通１丁目） 左図参照 

◆行  先 仁木町  フルーツプラザ平尾園 

◆参 加 費 一人 ３０００円(同伴者は配偶者のみ) 

      ２０１７年１０月以降に会員になられた方は会員・配偶 

者一人２０００円で参加できます。 

申込みハガキの氏名欄の「新」に○を記入して下さい。

(７月のさくらんぼ狩りに参加された方を除く) 

◆申込方法 同封のハガキで８月３１日(金)までに申し込み下さい。       

 ☆ホームページからも申し込みができます。 

  （クロスワードクイズの答えも応募出来ます） 

       URL（右上部 編集者欄を参照）    

◆連 絡 先  事務局 222-4771(髙橋、大泉) 

     緊急連絡先：髙橋携帯 080-1891-9038 

 

「ぶどう狩り」のご案内 
 

ささ
くく
らら
んん
ぼぼ
をを
食食
べべ
てて
満満
足足
！！        

大
勢
の
会
員
が
参
加
し
実
施 

 

 

沖　　貞一
四角形
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親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ 

大
会
の
ご
案
内 

 

札
幌
退
職
者
の
会
「
親

睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
下
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方

は
、
電
話
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で

８
月
１
３
日(

月)

ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。 

な
お
、
各
地
区
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
に
所

属
の
方
は
、
サ
ー
ク
ル
で

取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
の

で
、
お
申
し
出
下
さ
い
。 

 

ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
交
流

コ
ン
ペ
の
ご
案
内 

札
幌
退
職
者
の
会
ゴ
ル

フ
サ
ー
ク
ル
交
流
と
親
睦

を
目
的
と
し
た
交
流
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
会
員
は

各
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
で
参

加
者
を
取
り
ま
と
め
ま
す

の
で
お
申
し
出
下
さ
い
。 

競
技
は
１
８
ホ
ー
ル
、

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
お

こ
な
い
ま
す
。 

 

※ 万が一の災害の為に ※ 

近年、地震、台風、集中豪雨による災害が発生しており、万が一の時に備えましょう。 

※ ９月１日は防災の日です。 

◎    家族で防災について事前に話し合いましょう。     

◎    災害時の連絡方法・連絡先や避難場所等を確認する。    

◎    地震保険や火災保険の加入状況（内容）を確認し、もしもの災害に備える。  

◎    災害時は自分や家族の安全を守るために、あわてずに行動しましょう。  

◎    テレビ・ラジオ等で正しい情報を入手する。     

◎    隣近所の助け合い、近所の高齢者等の安否確認。     

◎    災害グッツの準備（懐中電灯・ラジオ・水・食べ物）等。   

     

■日 時  ８月２４日(金)  ９時スタート 

(８時30分までに受付) 

■場 所  札幌パークゴルフ倶楽部「福移の杜」 

      札幌市北区篠路町福移154-3（☎ 374-8000） 

■対象者  札幌退職者の会会員および配偶者 

■参加費  1,000円 

■競 技  ３６ホール、ストロークプレイ 

■入 賞  団体賞 （地区毎の上位５名の合計点数） 

      個人賞 （男女ベスグロ、BB、ホールインワン） 

■申込締切 ８月１３日（月） 

■申込先  電話 222-4771（髙橋、大泉） 

■日 時     １０月４日(木) ８時スタート 

■場 所     リージェントゴルフクラブ（旧廣済堂） 

トムソンコース 

         北広島市三島462 （☎ 376-4134） 

■参 加 費   1,500円 

■プレイ代等 7,220円（昼食代込）各自払い 

■組合せ等  申込時の申告ハンディにより実行委員会で決定 

■賞  品  賞品は多数用意しています。 

■お申込方法 退職者の会ゴルフサークル会員は各ゴルフサー

クルで取りまとめ、他の会員は、直接退職者の会

事務局まで申し込み願います。      

■申込締切   ９月２０日（木） 

■申込先    電話 222-4771 （髙橋、大泉） 

近 況 報 告 投 稿 謝 礼 当 選 者 

成田 米蔵  豊平区   和田 武雄  東 区  十川  一郎  手稲区      

高田 豊一  北 区   山本 政実  東 区  平山  好夫  西 区 

深山 茂乃  豊平区    石川マサ子  手稲区  大山  金光  白石区  

熊谷 久治  厚別区   片野 幸子  北 区  上楽  哲夫  白石区 

首藤  碩  中央区  佐野眞由美  東 区  大澤まり子 小樽市 

ふ
れ
あ
い
活
動
報
告 

２
０
１
７
年
度
も
「
ふ
れ

あ
い
活
動
」
の
会
員
宅
訪
問

を
実
施
し
て
会
員
の
皆
さ
ん

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。 

役
員
・
サ
ポ
ー
タ
の
方
を

含
め
、
１
５
の
全
区
・
市
を

７
０
名
に
よ
っ
て
、
新
会
員

お
よ
び
７
５
歳
以
上
の
会
員

約
１
４
０
０
名
の
会
員
宅
訪

問
を
実
施
し
ま
し
た
。 

「
さ
わ
や
か
札
幌
」
の
手

渡
し
を
中
心
に
、
サ
ー
ク
ル

活
動
の
状
況
説
明
や
「
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
」、「
ぶ
ど
う
狩

り
」
等
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
参
加
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。 

訪
問
の
印
象
と
し
て
は
、

全
体
的
に
好
意
的
に
対
応
し

て
頂
き
、
元
気
な
方
か
ら
、

「
訪
問
は
大
変
な
の
で
郵
便

で
も
い
い
で
す
よ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。 

此
の
度
、
訪
問
し
て
い
た

だ
い
た
役
員
・
サ
ポ
ー
タ
の

皆
様
、
並
び
に
対
応
し
て
頂

い
た
会
員
ご
本
人
、
ご
家
族

の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

後藤  治  北 区   一戸 邦雄  北 区  藤  邦夫 清田区      

林  繁雄  白石区   佐藤  正  厚別区  上田とも子  西 区 

神谷 芳幸  豊平区    森下 直良  手稲区  西森 昭子  江別市  

丹野 孝明  江別市   高田 広悦  恵庭市  田村 勝彦  清田区 

吉田 泰則  江別市  山田 清二   小樽市  松田 光彦 厚別区 

さくらんぼ狩り不参加者  ５３４通 

さくらんぼ狩り参加者  ２06通 
通 

（敬称略） 

（敬称略） 
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投 稿 バ ン バ ン 

 

 

孫
の
成
長
を
願
っ
て 

古
屋 

昇 

（
西
区
） 

昨
年
５
月
１
７
日
に
初
孫

（
一
男
一
女
の
娘
の
長
男
）
が

誕
生
し
た
。 

 
 

娘
は
近
く
に
住
ん
で
お

り
、
頻
繁
に
孫
に
会
え
る
の
が

嬉
し
い
。
今
９
か
月
、
自
己
主

張
が
強
く
思
い
通
り
い
か
な

い
と
唸
り
声
を
上
げ
猛
ア
ピ

ー
ル
、
ハ
イ
ハ
イ
も
早
く
か

ら
、
つ
か
ま
り
立
ち
も
ス
イ
ス

イ
、
好
奇
心
旺
盛
で
タ
フ
で
あ

る
。 

最
近
は
名
前
を
呼
ぶ
と
ニ
コ

ニ
コ
し
て
手
を
上
げ
る
お
利 

口
さ
ん
ぶ
り
。
名
前
は
倖
大

（
こ
う
だ
い
）
人
を
幸
せ
に
し 

大
き
な
人
に
”
を
願
い
。
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
い
る
。 

北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
完
成

２
０
３
１
年
（
１
３
年
後
）
に

孫
と
一
緒
に
新
幹
線
に
乗
る
の

が
私
の
夢
。 

そ
れ
ま
で
生
き
て
い
れ
る
か
？ 

※ 

投
稿
者
か
ら
は
３
月
に
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

我が家の孫 

 

 

我が家のペット 

我
が
家
の
タ
ロ
イ
モ
は
体
重 

３
ｋ
ｇ
の
極
小
ポ
メ
ラ
ニ
ア

ン
で
今
年
１
０
歳
の
お
じ
さ

ん
？
で
す
。 

孫
の
ワ
コ
君
は
昨
年
夏
に

誕
生
し
ま
し
た
。
写
真
は
我

家
へ
の
訪
問
時
の
様
子
で

す
。 タ

ロ
イ
モ
も
北
大
病
院
で

首
の
手
術
を
し
た
後
の
頃
で

大
丈
夫
か
な
？
と
思
い
ま
し

た
が
写
真
の
と
お
り
初
め
て

の
対
面
に
も
、
か
か
わ
ら
ず

ク
ン
ク
ン
と
匂
い
を
嗅
ぎ
近

よ
り
静
か
に
見
守
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。 

普
段
は
初
め
て
の
人
に
は
吠
え

る
ほ
う
な
の
に
。 

タ
ロ
イ
モ
は
自
分
よ
り
弱
い

存
在
と
わ
か
っ
た
よ
う
で
慈
し

む
よ
う
な
対
応
で
し
た
。
今
は

検
診
で
時
々
病
院
通
い
で
す
。

タ
ロ
イ
モ
は
我
が
家
の
家
族
１

年
で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と

皆
で
思
っ
て
い
ま
す
。 

榎
本 

美
智
子
（
中
央
区
） 

 

マ
ダ
ニ
に
よ
る
「
ダ
ニ
媒

介
性
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
」
患
者

が
１
９
９
３
年
に
初
め
て
道

南
で
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

に
５
人
が
感
染
し
、
２
人
は

死
亡
、
救
命
さ
れ
た
３
名
は

一
命
を
取
り
と
め
た
が
高
次

脳
機
能
障
害
、
呼
吸
不
全
、

麻
痺
、
経
口
摂
取
困
難
な
ど

の
重
度
の
後
遺
症
を
残
し
て

い
ま
す
。 

昨
年
、
私
の
知
人
の
札
幌 

て
お
り
、
一
部
に
は
極
東
型
の 

病
原
性
の.

強
い
ウ
イ
ル
ス
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
感
染
者
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

感
染
し
た
場
合
、
最
悪
で
死

亡
（
２
０
％
以
上
）
又
は
、
重

度
の
後
遺
症
が
残
る
と
い
う

と
て
も
危
険
な
ウ
イ
ル
ス
で

す
。 マ

ダ
ニ
は
成
長
（
脱
皮
）
と

産
卵
の
た
め
に
は
動
物
（
人

間
）
か
ら
の
吸
血
が
必
要
で
一

生
に
３
回
吸
血
す
る
そ
う
で

す
。
又
、
吸
血
時
に
は
唾
液
か

ら
セ
メ
ン
ト
状
物
質
を
出
し
、

人
の
皮
膚
に
頭
胸
部
を
し
っ

か
り
と
固
定
し
て
い
る
の
で
、

皮
膚
科+
で
切
除
し
な
い
と
取

れ
ま
せ
ん
。 

家
ダ
ニ
は
毒
を
持
っ
て
い

な
い
が
噛
ま
れ
る
と
か
ゆ
み

を
感
じ
る
、
マ
ダ
ニ
は
痛
み

や
、
か
ゆ
み
を
感
じ
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
発
見
が
遅
れ
が

ち
で
す
。
噛
ま
れ
て
か
ら
１
～

２
週
間
の
潜
伏
期
間
が
あ
り
、

発
熱
、
頭
痛
そ
し
て
意
識
障

害
、
呼
吸
不
全
の
症
状
が
出
る 

子
・
手
袋
を
着
用
し
、
肌
を
露 

出
し
な
い
服
装
で
ダ
ニ
に
噛

ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。 

（
顏
は
耳
の
後
ろ
・
首
に
注

意
、
エ
リ
・
袖
口
・
ズ
ボ
ン
の

裾
か
ら
侵
入
し
な
い
様
注
意

す
る
） 

② 

噛
ま
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
皮
膚
科
で
診
察
を
受
け
る
。 

③ 

ダ
ニ
回
避
ア
イ
テ
ム
が

薬
局
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

薬
剤
師
に
相
談
す
る
。 

④ 

自
主
的
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
考
え
る
。（
市
立
札
幌
病

院
感
染
症
内
科
・
皮
膚
科
）
に

相
談
す
る
。 

市
在
住
の
７
０
代
の
男
性
が

国
内
４
人
目
の
感
染
患
者
と

な
り
１
命
は
取
り
と
め
ま
し

た
が
、
重
度
の
後
遺
症
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

マ
ダ
ニ
は
成
長
（
脱
皮
）
と

産
卵
の
た
め
に
は
動
物
（
人

間
）
か
ら
の
吸
血
が
必
要
で
一

生
に
３
回
吸
血
す
る
そ
う
で

す
。 今

、
札
幌
近
郊
の
野
山
に
は

沢
山
の
「
マ
ダ
ニ
」
が
生
息
し 

よ
う
で
す
。
治
療
で
き
る
医
療

機
関
は
北
大
、
市
立
病
院
等
の 

一
部
の
病
院
で
し
か
設
備
が

整
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。 

「
ダ
ニ
媒
介
性
脳
炎
」
等
を

防
ぐ
に
は 

① 

長
袖
の
シ
ャ
ツ
・
長
ズ
ボ

ン
、
長
靴
で
足
を
覆
い
、
帽 

山
菜
取
り
、
野
山
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い 

「
マ
ダ
ニ
が
待
ち
伏
せ
て
い
る
」 
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巳
（
西
区
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☆ 米 寿
根 本 敏 美 中 村 和 子 大 井 一 子 及 川 進

☆ 喜 寿
針 ヶ 谷 政 勝 小野寺 隆 之 中 村 保 彦 坂 正 行 前 田 博 巳 沼 田 喜 義
清 水 成 雄 北 市 博 功 北 村 忠 小 林 英 雄 吉 田 美紀子 森 澤 孝 子
杉 清 志 竹 内 和 利 後 藤 治 山 田 英 雄 石 川 ヱ ツ子 伊 藤 義 勝
田 辺 則 昭 園 田 和 央

☆ 古 希　
安 房 啓 子 堀 江 義 秀 竹 林 伊佐夫 川 上 治 上 野 山 武 富 田 健 志

日 下 光 敏 駒 木 和 男 竹 内 ケイ子 梶 田 章 佐 々 木 茂 夫 三 原 俊 彰

村 田 政 広 工 藤 邦 雄 小 林 誠 土 屋 保 佐 々 木 隆 夫 谷 川 正 義

畑 瀬 政 博 久 村 敏 雄 出 口 博 伊 藤 扶 佐 々 木 伸 一 太 田 吉 泰

山 口 政 則 下 村 重 康 宮 森 進 目 谷 功 小 笠 原 紳 二 村 上 哲 雄

斉 藤 康 夫 阿 達 孝 次 谷 宣 廣 片 庭 将 東 仁 熊 崎 和 雄

後 藤 真 貴 柴 田 数 子 泉 英 明 中 村 勤

　　

【本人の訃報】

柴 田 庸 さん 75歳(手稲区) 没03月02日 広瀬 淳一さん 80歳(白石区) 没03月13日

岩岸 雄二さん 70歳(東　区) 没05月18日 小川 美民さん 99歳(豊平区) 没06月04日

阿 部 博 さ ん 91歳(清田区) 没06月06日 木村 道行さん 78歳(清田区) 没06月10日

吉 嶋 清 さ ん 88歳(北　区) 没06月11日 小泉 敏夫さん 70歳(西　区) 没06月13日

髙橋 三夫さん 78歳(清田区) 没06月14日 大友 和夫さん 88歳(南　区) 没06月15日

見上 信之さん 80歳(南　区) 没06月21日 荒井 保子さん 75歳(北　区) 没06月21日

小森 幸逸さん 78歳(北　区) 没06月23日 堀 田 嚢 さん 77歳(北　区) 没06月25日

能代 勝一さん 85歳(清田区) 没06月25日 小林 利昭さん 85歳(厚別区) 没07月01日

福井 純一さん 80歳(中央区) 没07月05日

【配偶者の訃報】

齋 藤  栄子さん 嘉昭様(豊平区) 没04月02日 林 　 純一さん 明子様(南　区) 没05月19日

【西　区】 大 地 満 代 佐 藤 由 紀 恵 矢 川 慶 子 【厚別区】 本 田 満

【南　区】 伊 藤 宏 子 高 田 敏 一 【北　区】 山 中 信 二

【江　別】 佐 々 木 昌 利 【北広島】 宮 川 せ つ 子 【長沼町】 近 藤 学

工 藤 泰 克 佐 々 木 正 雄 一 戸 邦 男 川 口 精 子 小 林 考 幸 大 内 正

中 村 英 子 滝 山 田 新 生 藤 原 育 子 福 岡 高 惠 大 山 孝 子 金 山 正

笠 木 順 子 小 山 田 俊 之 大 高 敏 夫 高 橋 勝 嘉 神 原 啓 明 小 原 誠

江 田 輝 雄 荒 谷 美 千 代 垣 内 亘 子 帯 谷 昌 伸 竹 内 和 利 松 本 博

片 山 仁 二 藤 江 照 代 四 安 部 秋 博 藤 沢 行 雄 和 泉 正 三 池 田 洋
渡 辺 芳 盛 西 澤 登 志 夫 太 田 孝 司 藤 林 峰 夫 蛯 名 建 公 山 田 静

浦 野 康 弘 斉 藤 勝 之 岩 寺 勝 義 片 野 幸 子 末 永 武 男 林 伸 幸

佐 藤 和 幸
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おめでとうございます (6～7月生まれの方) (敬称略)

お悔やみ申し上げます

古切手・リングプル・書き損じはがきをいただきありがとうございます

ご厚志の品々は、福祉施設等に寄付させて戴きます。

ご協力有難うございました。 (敬称略)

今後とも末長いお付き合いをお願いたします。

新会員紹介 （敬称略)


